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緒 4富子日
ニンニク Alliumsativum L.は中央アジア原産 と推定され(JONES・MANN，1963)，通
常地下部に形成される鱗茎を生食あるいは加工して調味料および医薬用に供する作物で





















な球形成や発育の現象に関しては，すでに山田 (1959a，1959b， 1963)，青葉 (1966，1971)， 









央卸売市場年報〔農産物編))，入荷量は一般的傾向として 5~7 月が最大で， これより時期
が前後にずれるに従って少なくなり 1) 2月が最も少なくなっている.市場価格は入荷
















































































葉版およびその 1 葉前の葉肢に通常各々 2~5 個ずつ形成され(第 4 図A と B)，これらの
全体が普通葉の葉鞘部で包まれている.
収穫時における側球の構造は以下の通りである 最も外側には硬化し，生活力を失った，





































































1971 ;青葉 ・高樹，1971;平尾 ・横井，1965;比屋根，1965;勝又， 1966;川崎， 1971;木藤ら，






































7月19日 8月2日，8月16日 9月27日および10月10日から 5"Cで各4週間の低温処理
を行った.各低温処理後直ちに， 12cm素焼鉢に川砂を培土として 1鉢当り 5球ずつ植付


















27日区， 10月10日区ではそれぞれ 1.1(=6.1-5.0)， 1.3=(6.3-5.0)番目の葉が貯蔵葉化し，
8月2日区 8月16日区ではそれぞれ 2.1(=5.8-3.7)， 2.4 (=6.1-3.7)番目の葉が貯蔵葉




第 1表 種球の低温処理時期が貯蔵葉形成誘導に及ぼす影響(実験 1) 
低温処理時期 発芽所要 日 数 槌付け時の分化葉数2> 貯蔵葉形成節位4>
月/日 月8/l日7/19~ 8/16 32.3:t 1.6 (19)1> 3.43> 7.1:t0.3 (14)1> 
8/ 2~ 8/30 20.7:t 1.7 (31) 3.7 5.8:t 0.1 (33) 
8/16~ 9/13 20.4:t 1.7 (22) 3.7 6.1:t0.1 (14) 
9/27~10/25 9.2:t0.3 (24) 5.0 6.1土0.1(15) 
10/10~1l/ 8 6.6:t 0.3 (25) 5.0 6.3土0.2(23) 
品種‘山形¥種球重はl.O-2.0g




第2表 種球の低温処理時期が貯蔵葉の形成 ・肥大に及ぼす影響(実験 1) 
貯蔵葉形成個体率
低温処理時期 t直 付 け f変 日 数
40日 54日 68日 81日 96日
月/日月/日
7/19~ 8/16 70% 88% 
8/ 2~ 8/30 100% 100 100 
8/ 16~ 9/13 90% 100 
9/27~10/25 05￥ 75 100 100 
1O/1O~11 / 8 。 100 100 100 
E長 形 成 指 数*
低温処理時期 植 付 け 後 日 数
40日 54日 68日 81日 96日
7/19~ 8/16 2.25士0.27(10)3.14:t 0.42( 8 ) 
8/ 2~ 8/30 3.59:t0.23(12) 4.52士0.25(11)6.13:t0.30(10) 
8/16~ 9/13 2.46:t0.1侠10) 2.96:t0.34( 5 ) 
9/27~10/25 1.38士0.0伐5) 1.98土0.06(4) 4.12:t0.34( 6) 4.83:t0.1筑6)





































(1) 5 'C， 9.Cおよびn.cでの栽培温度実験
‘山形'の4.0~6.0g の側球を1972年10月 5 日に 1/5000 アールのワ グナ ー ポット(以下
の実験では単にワグナーポットと略す)に1ポット当り 5球ずつ植付け，翌年1月31日









‘山形'の 2.0~3.0g 球を10月 17 日に 15cm 鉢に 1 鉢当り 7 球ずつ植付け，直ちに鉢を
5 "C， 40ワッ トの植物育成用壁光燈(ホモルクス)光の 8時間日長条件下に移して低温処
理を行った.低温処理開始後3か月目の 1月15日に鉢の半数を200C自然光の8時間日長条
件下に移したが， 残 りの半数はそのまま 5"C条件下で、栽培を続けた. 50C， 20"Cの両区と
も球形成後に掘り上げて貯蔵葉形成節位を調査した.
(3) 13"C， 15"Cおよび1TCでの栽培温度実験
‘山形'の 0.5~1.0g 球を 5 "Cで 2 か月間貯蔵し，その後 12cm 素焼鉢に l 鉢当り 5 球
ずつ植付け， 13， 15， 17"Cの3温度条件下で栽培した 光条件は，約2万ルックスの陽光
ランプでの 8時間照明とそれに続く白熱灯での 4時間照明で， 12時間日長に した.なお，
陽光ランプ照明は他の実験でもすべて約2万ルックスの照度で、与えた.
(4) 17"Cおよび23"Cでの栽培温度実験





‘山形'の1.5~2.0g 球を12月 5 日から lO "C で29 日間p 引き続いて 5 "Cで2週間貯蔵し


















日が多くなり p ビニ ルー被覆箱内の気温もそれに伴って250C以とになった. 日長は60ワッ




4山形'の 2.0~2.5g 球を11月 14 日 から， 5， 100C区は上 2および3週間，150C区は
4， 8および12週間， 170C区は8および12週間，そして200C区は20週間温度処理しその
後 15cm 鉢に 1 鉢当り 5 球ずつ植付け，鉢を実験 3 と同様なビニール被覆箱内 (20~
250C)に置いて， 16時間日長下で栽培した.なお， 0.5~1.0g を用いて， 50c， 20週間処理




供試品種と して ‘山形'Jほうき'， ‘漢口沖縄'および ‘壱州早生'を用いた. ‘山形'と






















































焼鉢に 1 鉢当り 5 球ずつ植付け鉢を実験 3 と同様なビニール被覆箱内において20~25 .C条






















54日 74日 174日 54日 74日 174日
5.C 1.31:t0.02 1.29:t0.01 1.41:t0.02 8.ト 9.0(9) V.G. 1. 1.，S. 
9・c 1.30:t0.02 1.31:t0.04 7.9-8.吹16) 1. 1.，S. 
11.C 1.45:t0.03 2.21:t0.17 7.9-8.叩7) 1.，S. 1.，S. 
品種は‘山形種球重は4.0~6.0g
日長は24時間.1区当りの調査個体数は5.ただし側球形成節位の個体数は( )内1(:示した.
1) 54~174 日 に調査した個体の総平均値.
















2 .0~3.0g の種球を植付け，栽培温度を 5 "Cと20"Cとした実験2- 2ではすべての個体
がーツ玉球を形成したが， 5"C区の貯蔵葉形成節位は20"C区より低くなった(第5表).







草 丈 抽 出普通葉数 球形成指数
60日 70日 60日 70日 60日 70日
cπ1 Cロ1
貯節蔵位2葉}形成
13"C 28.3:t 1.6 42.1 + 1.1 3.4:t0.2 4.3士0.2 1.73土0.041> 2.11土0.07 5.9士0.1(13)
15"C 44.2:t1.8 47.7土1.3 3.9:t0.l 4.4:t0.2 1.79:t0.06 3.26土0.12 5.6士0.1(20)
17・c 44.7:t3.0 43;3士0.9 4.2:t0.l 4.2:t0.l 2.58土0.13 4.61:t0.12 5.7:t0;1(20) 










調査 形 曲r~ 形 成
栽培温度 草 丈 生 葉 数 球形成指数
花序形成率 ーツ玉球形 個栄養体生長率個体数 個 体 成個体率
(温度処理 cm 
開始H寺) 5 25.6:t1.3 3.8+0.2 1.45:t0.04 0% 0% 100% 
lTC 17 42.6:t1.3 4.8:t0.l 2.53:t0.l0 12 82 6 
23'C 17 45.3:t1.2 4.3+0.1 3.22:t0.11 。 100 。
品種は‘山形・.種球重は0 . 5~1.0g.
日長は約13~14時間，栽培弗聞は33 日間.
植付け後すぐに20~23 "C で栽培した実験 2-5 では， 20'C区は 100%のーツ玉球形成個
体率を示したが， 23， 26"Cの両区では各 2個体がまだ栄養生長をしていた(第8表).球肥
大も20'C区が他の区よ りすぐれていた.23， 26"C両区の聞には球肥大に明白な差はみられ
なかった.





植の付温け度後 個調体査数 甘平 丈抽葉出普数通 生葉数 球 径 首部径 球指形 成数 貯形成蔵節位葉 成ー個ツ玉体球率形
cm 百1m mm 
20'C 17 52.9:t1.5 6.8土0.1 4.8土0.111.0:t0.5 3.4土0.13.32:t0.17 8.0:t0.1 100% 
23'C 15 45.8:t1.5 6.9土0.2 4.7:t0.2 8.7:t0.6 3.4:t0.1 2.63:t0.18 8.3士0.1 87 






栽培温度 調査個体数 球 径 首 部 径 球形成指数 貯蔵葉形成節位
mm 立1m
20'C 16 12.3土0.4 3.1:t0.1 4.04:t0.17 7.3士0.1
23'C 19 11.7:t0.3 3.2:t0.1 3.72:t0.10 7.3:t0.1 
26'C 19 11.1土0.5 3.2:t0.1 3.49:t0.16 7.4:t0.1 
品種は ・山形 種球重は1. 5~2.0g
日長は16時間.栽培期間は19日間.















温域 (15~25 'C) と類似している(今津， 1959).



























8週間処理で上記の値が最も小さかったのは 2'C処理(値は 0.9)で，以下5'C(1.1)， lO'C 
(1.3)， 0.5'C (1.6)処理の1演であった(第10表). 4週間処理では植付け時の分化葉数を調査
第10表 種球の植付け前処理温度が発芽と貯蔵葉形成に及ぼす影響(実験 3)
処理期間 処理温度 極付け時の分化葉数 貯蔵葉形成節位 発芽所要日数
4週 - 2'C 13.l:!:0.5( 9)t 9.8士1.7
0.5 (5.55)キ 7.9土O司 9) 9.2士1.6
2 (5.7) * 7.0土0.0(11) 7.2:!:0.5 
5 (5.7)キ 7.5:!0.2(12) 6.2:!:0.6 
10 (5.85)ネ 8.4:!0.2(12) 6.2:!:0.4 
8週 0.5'C 5.7:!0.3 7.3:!:0.2(11) 
2 6.0:!0.0 6.9土0.1(11)



















なお，発芽は5，lO'C処理区で最も早く， 2 'C処理区ではこれより少し遅し 0.5'C，
-2"(;処理区ではこれよりさらに遅かった.すなわち，植付け後の発芽は，貯蔵葉形成誘
導適温よりやや高い温度で種球が処理された場合に最も促進された
(3) 貯蔵葉形成誘導可能な温度の上限と処理期間 (実験4) 
5"(;処理では1週間処理でも貯蔵葉が100%形成された(第11表).10"C， 1週間処理では
0.5~ 1.0g 球区の貯蔵葉形成率は 100% であったが， 2.0~2.5g 球区は 1 個体が栄養生長
状態にとどまった(第11表).したがって 1週間処理の場合では貯蔵葉形成誘導の可能な


























種 球重 処理期間 処理温度 植付け前の分化葉数 貯蔵葉形成節位
1週 5.C 約 5.8 13.8士0.2(13)
2 5 約 5.8 10.3士0.3(10)
3 5 約 5.8 7.7:1:0.1(12) 
1 10 約 5.8 15.1士0.7(10)*
2 10 約 5.8 12.2士0.3(11)
3 10 約 5.8 9.6士0.2(13)
2.0g~2.5g 
4 15 6.0士0.0 13.2士0.4(10)
8 15 6.3:10.3 9.9士0.2(12)
12 15 9.0土0.3(11)
8 17 14.3:10.5( 8) 
12 17 11.7:10.倒的
20 20 V.G. 
1 5 4.4:10.2 11.1士0.5(12)
20 5 5.0:10.4 5.6:10.引8)
1 10 '約 4.4 11.1:1:0.2(10) 
2 10 約 4.4 9.8士0.3(10)
0.5g~1.0g 
3 10 約 4.4 7.8士O.弐12)
4 15 5.0:10.0 10.5:10.4(11) 
8 15 5.8土0.3 8.4:1:0.弐10)







































口口口 種 日 長 蔵 温 度
5"C 10'C 15"C 20.C 
山 形 8時間 75 89 V.G. V.G 
16 <40 47 131 V.G. 
24 61 75 
ほ う き 8 (V.G.)1> V.G. V.G. 
16 47 54 V.G. V.G. 
24 75 96 
1莫 口 8 V.G. 
16 <40 <40 103-2272) V.G. 
24 47 
i中 縄 8 V.G. 
16 <40 く40 103 131 
24 <40 
壱チ1'早生 8 68 110-1313) 

































貯蔵葉形成に及ぼす影響(実験 5) 形成に及ぼす影郷(実験 5) 
Y=・山形・， 1='壱:Hi早生・， 0='沖縄 K=‘漢口 品種を示す記号は第10図と同様.











































































































らの自然散光のみとした.なお，高温栽培期間の11月 3 日 ~2 月 11 日の聞の日出から日没
530 
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‘山形'の0.5~ l.1g 球および 4.5~5.1g 球を11月 8 日から 5 "Cおよび1O"C で 4 週間貯蔵
した.低温貯蔵終了後，小球は 12cm 鉢に，大球は 15cm 鉢に 1 鉢当り 6~7球ずつ実験
6-1と同様に植付けた.そして，鉢を24，27， 30および 35'Cの恒温器内に置いて 7，14， 
21および28日間高温栽培を行った. 高温栽培期間中，かん水は実験6-1とことなり十分
に行い，砂が乾かないようにした.そのため培地温は空気温度より低くなり， 24'C→22'C，
2TC→25'C，30'C→27.5"C， 35'C→32.5"C のように 2~2.5"C 低めになった高温栽培期間
中の光条件は24，27および30"C区では，約2万ルックスの陽光ランプを 1日に 8時間照明
し， 35'C区では実験6-1と同じ自然散光照明のみとした.なお，高温栽培期間の12月7








































低温貯蔵 高温栽培 球形 成 貯蔵薬 角高温栽培終了時栽土音期間2)

























品種 ' l ll形・.種球重はO.5~1. 5g.
F￥ 
0( 2)3) 287日
100(11) 6.09:10.09(11) 75 












100(15) 6.33:1:0.13(15) 103 






















































般にかなり高くなった.例えば本実験(実験 6-2 ) では 0.5~l.1g 球を 5"C， 28日間貯
蔵した後に植付けて， 30"Cで28日間栽培した場合には球形成個体率は 100% になったが，
実験6-1の 5"C，30日間貯蔵後に 30"C で30日間栽培した区の球形成個体率は 17% にす
ぎなかった.またp 実験 6-2 の 0.5~l.1g 球の 5"C， 28日間貯蔵後に35"Cで 28日間栽










24(22)'C， 28日 100(15) 6.53士0.1穴15) 97日 3.00:t0.0穴21) 6.改め
2穴25)'C，21日 100(15) 7.13:t0.32(15) 143 2.28:t0.14(18) 5.筑4)





30(27.5)'C， 14日 100(13) 6.17土0.17(12) 97 
21 100(12) 143 
28 100(18) 6.94土0.24(18) 143 
35(32.5)'C， 7日 100(12)
14 100(15) 










30(27.5)'C， 7日 100(13) 7.18:t0.23(11) 97 
14 10(11) 9.00土0.47(11) 180 
21 75( 8) 11.83:t 1.0倒的 247 
m 73(11) 9.63土0.5則的却5
35(32.5)'C， 7日 100(12) 6.83:t0.l穴12) 97 
14 100( 6) 7.50:t0.43( 6) 148 
21 25(12) 12.33士0.3攻3) 239 
30(27.5)'C， 28日 100(7) 9.71土0.29(7) 149 
35(32.5)'C， 7日 100(15)
14 100(14) 










* 0.5~1. 1g球.低温貯蔵終了時の分化業数は4. 0 (5"C.1O"C貯蔵とも).




2.44:t0.1筏16) 5.5( 4) 
2.57:t0.12(23) 6.0( 4) 
o (15) 4.8( 4) 
0.78:t0.2欲的 5.0( 3) 
3.05:t0.05(19) 6.0( 4) 
1.84:t0.16(19) 5.町4)
3.65土0.1民1η6.3(3) 
0絹:tO.l筏13) 5.0( 3) 
0.71:t0.25(1η5司 4)
1.00:t 0.1穴19) 5.3( 4)
4.妖5)
0.11土0.1(9) 4.8( 4) 
o8) 5.0( 4) 




























低温貯蔵 高 温貯 蔵
球形成個体率
温度，期間 温度，期間
20・C，30日 な し pz q2) 
5・C，30日 な し 100(12) 
20'C， 30日 87(15) 
30.C， 30日 0(12) 
5・C，30日 30・'C， 30日ホ 100(28) 


















































(止葉)およびその一つの前の葉の計 2 節の葉肢に側芽が各々 2~7個ずつ形成され，それ




























































































































ずかに島田 ・庄崎 (1954)，山田 (1963)，青葉 (1966)等があるのみである.それらの実験に
よって 8，12， 16時間の日長では，長日ほど花序形成期が早くなり，形成後の発達もよい























(1) 2~13'C での 1~3 か月間貯蔵実験
‘，l.J形'の 5~10g 球を 9 月 17 日 から 2 ， 5， 9および 13'Cで1，2， 3か月間貯蔵し
た後に， ワグナーポットに1ポット 当り 5ないし6球ずつ植付け， 13'C， 12時間日長(陽光
ランプの 8時間照明に続いて 200ワットの白熱灯の 4時間照明)の条件下で栽培した.植




‘山形'の 3.5~4.0g 球を11月 14 日 から 5 ， 10および 13'Cで8，12，および20週間貯蔵
後， ワグナーポットに 1ポットあたり 5球ずつ横付け，13'C， 12時間日長条件下で栽培し
た.地下部が十分に肥大したものから順次掘げ上て，花序形成の調査を行った.
(3) -1.5'C~ 10'Cでの 3か月間貯蔵実験
， 'l.J形'の 4.5~6.5g 球を10月 16 日 から 3 か月間， -1.5， 0， 5および10'Cで貯蔵後，ワグ
ナーポットに 1ポット 当り 6球ずつ植付け，約 13'C，8時間日長(自然散光)条件下で栽
培した.花序形成調査は球形成完了後に行った.
実験 9 -2~O oCでの長期貯蔵ならびに長期低温貯蔵後の短期高温貯蔵が花序形成
に及ぼす影響
1973年 7 月 3 日収穫の ‘山形'の 5.0~9.5g 球を 8 月 15 日 から翌春の植付け期まで -2
およびO'Cで貯蔵した.1974年3月19日 4月上 16日に圃場に植付けたので貯蔵期間は
それぞれ216，229， 244 日間になる.以上の区のほか 8 月 15 日 からの O 'C 貯蔵球 (5.0~9.5g
球)を3月19日(植付け日)の 2，3， 4週間前から 3月19日まで 30'Cで高温処理した
後植付ける区も設けた.これらの高温処理区の O'C貯蔵期間は高温無処理区の O'C貯 蔵
期間 (3 月 19 日植付け区)に比べて 2~4 週間少なくなる.花序形成の調査は適期収穫後
540 
ニンニクの球形成と休眠に関する研究ー一 高樹 249 
に行った
結果および考察
種球の貯蔵温度が 2~13'C， 貯蔵期間が 1~3 か月の範囲内では，一般的傾向として，
低い温度でp 長い期間貯蔵した場合ほど花序形成節位(総包形成節位)が低下し(第18
表)，また花序形成個体率および側球形成個体率が高まった(第17表). 2'C と 5'Cの花序
形成個体率には一定の差が認められなかったので，花成誘導適温は 2~ 5'C の範囲にあ
ると思われる.







ィι 序 形 成 {固 体 率
低温貯蔵期間 貯 蔵 iA目l 度
2'C 5'C 9・c 13'C 
1か月 19(63)% 28(39)% 
2か月 25(69) 1改69) 0(13)% 






第18表 種球の低温貯蔵が花序形成節位とー ツ玉球形成節位に及ぼす影響(実験 8-1)
貯蔵臨時期間 事ィ区域 花序形成節位(同 (B)-ω ーツ玉球形成節位ね) (c)-ω 
2'C 1か月 5.6 9.7士0.3 4.1 8.7士0.3 3.1 
5 1 5.8 10.0士0.3 4.2 9.0士0.4 3.2 
2 2 5.9 9.3士03 3.4 8.6:t0.2 2.7 
5 2 6目2 10.0士0.0 3.8 8.8ート0.2 2.6 
9 2 7.0 10.0:t0.2 3.0 
2 3 6.2 9.1 +0.2 2.9 8.7土0.3 2.5 
5 3 6.7 9.5:t0.2 2.8 8.5:t0.5 1.8 
9 3 7.8 11.1土0.1 3.3 8.7土0.2 0.9 












2 3 xxxxx 
5 3 xxxxx 
9 3 
13 3 
品種は ' 111形・ . 種球重は5~10g .

























第20表 種球の長期低温貯蔵が花序形成に及ぼす影響(笑験 8- 2)
花序形 成個体率
貯蔵期間 R宇 蔵 温 度
5.C 10.C 13.C 
8週 95% 
12 89 72% 
16 21(41) 50 
20 。 。 0* 
品種は ・山形種球重は3 . 5~4.0g








































花 序 育長 成 {国 体 率





_ 2'C O'C 0・C→30・C(4週間)ぴC→30・c(3週間)ぴC→30・c(2週間)
3月19日 0(71)% 



























































‘山形'の 0.5~1.0g 球， 1.0~2.0g 球および 2.0~3.0g 球をそれぞれ1971年 9 月 17 日 に圃
場に植付けた.そして， 1971年の3月1日(花序形成期の約1カ月前)から 4月30日まで




e山形'の 0.5~l.lg 球， l.5~2.1g 球， 2.5~3.1g 球， 3.5~4.1g 球および 4.5~5.1g 球を
1972年9月26日から62日間 5'C で低温処理した.そして処理終了時の 11月27日に15cm









'111M' の 6~10g 球を1972年 9 月 18 日にワグナーポットに 1 ポッ ト 当たり 5 球ずつ植付
け， 1973年1月30日まで戸外で栽培し 植物体を自然の低温に十分あわせた. 1月30日に
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著しく促進されると言える. (青葉 ・高樹， 1971).
第26表 越冬後期に13"C条件下に移した戸外栽培植物の花序形成に
及ぼす13"C栽培期間中の日長の影響(実験10-3)

















































































開始後1~ 1.5か月の間にあり， 16時間日長区では1.5か月目頃であり， 12時間日長区で
は2.5か月目頃で あり 8時間日長区ではそれより さらに遅い時期であった.すなわちp
















8時間 12時間 16時間 20時間
30 1.30 1.25 1.25 1.37 
45 1.35 1.28 1.75 2.22 
60 1.35 1.41 3.45 3.85 









8 時間日長区では 2 節の個体は41%で， 残 りの個体は 3~4節であった. いずれも最終
普通葉着生節を最上位節とする連続した 2~4 節に側球が形成されていた. 8蒔間日長区
には形成節数が長日区より多かったにもかかわらず 1個体当 りの平均側球数は長日区の





普通栽培のニンニ クの花序形成は越冬後平均気温が lOOC前後に上昇した時期に起こ る







‘山形'の 5.1g~7.1g 球と 9.1g~12.1g 球を11月 8 日か ら 8 および12週間， 50Cで低温処




陽光ランプで照明 し 続く補光期を200ワッ ト白熱灯で照明した.花序形成調査は適期収
穫後に行った
(2) 花序形成個体率を高める最適栽培温度
4 山形' の 6.5~ lOg 球を10月 16 日 から ， 0， 1， 2， 3， 4および5か月間 50Cで貯蔵した.そ
の後ワグナーポットに 1ポット当り 6球ずつ植付け， 50C， 90Cおよび 130Cの3温度条





















種球重 栽培温度 日 長
貯蔵期間
12時間 10時間
8週 130C 81% 89% 
15 44(50) 61(72) 
17 1筏24) 25(31) 
5.1 g~7.1g 
12 13 13 50 
15 6 12 
17 。 6 
12 13 38 
9弘引.1g~1ロ2.l g 15 21 
17 11(22) 
品種は ‘ 1I 叶~ '. 













ところで，植付け後の温度が 13'Cから 15'C，17 Cへと上昇すると貯蔵葉の肥大は著し

























花 序 青3 成 f国 体 τ寸かー
栽培温度目 長 種球の 5'C 貯 蔵 期間
0か月 1か月 2か月 3か月 4か月 5か月
13'C 16時間 oyぎ 35% 0% 13% 0(7)% 
8 50(56)% 94 100 64 19 O 
9 16 100 100 58 O 12 
8 100 100 94 85 36 24 


















































‘山形' の 1.1~1.5g 球， 2.1~2.5g 球， 3.1~3.5g 球および 4. 1~4. 5g 球をそれぞれ 9 月 23
日に 15cm素焼鉢に1鉢当り， 2.5g以下の球は5球ずつ， 3. 1~3.5g 球は 4 球ずつ， 4.1~4.5g 
球は 2~3 球ずつ植付けた. そして，鉢を実験 3 と同様なビニール被覆箱内(温度20~




























花 序 形 成 {因 体 司$
種 球 重 低温誘導前の栄養生長期間
0か月 1か月 2か月 3か月 4か月
1.1g~1.5g 0.9￥ 12% 18% 19% 
2.1 -2.5 5(15)% O 61 89 89 
3.1 ~3.5 0(19) 36(43) 100 
4.1 ~4.5 14(64) 79 91 86 
低温誘導開始時の抽出普通葉数
1.1 g~1.5g 2.0 4.1 4.3 5.9 
2.1 ~2.5 2.3 4.5 6.0 7.3 
3.1 ~3.5 2.7 5.1 













‘山形'の 5.1~7.1g 球を11月 9 日にワ グナー ポ ット に 1 ポット当り 6 球ずつ植付け， ポ
ットを実験 3 と同様なビニール被覆箱内 (20~25.C) におき，自然日長を朝夕に白熱灯で補
光して16時間日長条件にして12月8B (4週間)あるいは1月3日(8週間)まで栽培した.
引き続いてポットを 5'C条件下に移して8週間の低温処理を行った.低温処理期間中の日




‘山形'の 3 .0~4.5g 球を 10月 16 日 および11月 15 日 にワグナー ポットに 1 ポ ット当り 5 球





















































































































































































































ク球の休眠は MANN と LEWISが主張しているように，ある時期に急に覚醒するもので
はなく，除々に浅くなっていくものであると思われる.したがって，休眠の深さの判定に








































5 回目の掘上げ調査日の 7 月 25日からは，上記 3 区か ら 3~4個体 を供試して球重が
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露地栽培 2ぴC栽培 外気温貯蔵 露地栽培
月/日
7/25 0% 05￥ 0% く0.5mm
8/ 8 。 。 O <1.0 
8/22 。 。 O 19.4:!:6.6 
9/ 5 O 35 。 62.8:!:6.3 
9/19 47 O 
品種は・山形\ 調査球重は5.0~7.0g .

























































状態になるといえる.つまり 9月上旬までが VEGIS のいうところの後休眠期に当たる.
ところで，露地栽培区の芽と根原基の伸長開始は，発芽適条件の 200C栽培区より遅れ






























β) 7 月 11 日収穫の‘山形'の室温貯蔵球(球重 3~ 5g)を8月13日に植付け，地温14，
18.5および230C(空気温度はそれぞれ15，20， 250C)で発芽させた.また 5~12g 球 を 8







温 20 ~----- - 一 ..-... ..._.....・・・ー・・・・-ーー..... --・・・・・・ー・・
141--・一---一ー・・・・ー一一-----....... 




























平 均 発 芽 日
発芽床の温度 球 重
4.1-4.5g 3.1-3.5g 
220C 6.4土O.伐16) 7.5:tO.4(64) 
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れた(第36表)，この実験では， 18，5'Cより 24，5'Cのほうが発芽はやや早かったが，実験
































O'C貯蔵 20'C貯蔵 30'C貯蔵 軒目宇蔵
40 
平
i:|し l¥; 止 ~ 。i . 自












7月3日収穫の ‘山形'の 1~ 2g球(珠芽)， 4~ 6 g 球(側球)および 9.5~21g 球(側
球)を 7月19日，8月16日および9月13日に植付け， 20"Cで発芽させた.
結果







第38友 球の 大きさ と発芽の早さ(実験16)
平 均 発 芽 日 数
球 重
1 -2g 4 -6g 
59目。:t2.0(14) 64.9士1.8(9) 
45.4士1.吠17) 47.8土1.伐8)







この節の表題の事柄を取り扱った研究はほとんどなく ，わずかに MANN・LEWIS(1956) 
の報告があるにすぎない.その研究によって， ニンニ ク球の貯蔵温度と貯蔵期間が植付け
後の発芽の早さに及ぼす影響はかな り明らかになったが，まだ未知の点もいくらか残って



















(2) 1972年7月上旬収穫の普通畑産の‘山形'の球を供試した. 7月29日か ら5，9， 
15， 20， 30， 35'Cおよび室温で5，15および25日間貯蔵後植付けた.さらに40'Cで5日間，
そして9，20， 35'Cおよび室温で40日間貯蔵後植付ける区も設けた.
(3) 1973年7月3日収穫の普通畑産の ‘山形'の球を 供試した. 7月16日から， 0.5， 5， 
10， 15， 20， 25， 30， 35， 40'Cおよび室温で7および14日間貯蔵後植付けた.さらに7月17














1973年7月3日収穫の ‘山形'の球 を 8月15日から 0.5および 2.3'Cで貯蔵し翌年





( i) 貯蔵温度の影響 (実験17-1~17-3 ; 18; 19) 
実験17- 1~17-3 の結果は以下のようにまとめられる.






































数 10 ~ 40日
。









7/2ト 8/3 26YC 
8/ 3-8/13 28.20C 
8/13-8/23 26.20C 




























30日 一- 8/16 
42日一一- 8/28 
56日一一- 9/11 
7日 一- 9/25 
期 間(月/日)平均室温
7/16-7/23 26.7'C 
7/23ー 7/30 26.8'C 






貯蔵期聞が14~15 日になると高温 (30'C以上)貯蔵球とともに，低温 (5 ~10'C)貯蔵球
の発芽が他の温度貯蔵球よりも早くなる傾向がみられた.この貯蔵期間でも高温貯蔵区の



















発 中長 率4) 平 均 発 芽 日 数5) 球重の歩留り 6)
貯蔵温度
fti' 蔵 期 間
と湿度
105日 175日 245日 42日 105日 175日 245日 42日 105日 175日
350C(U)I) 33.1:t 1.2(16) 96 
350C(H)2 27.8:t 1.2(17) 99 
% % 
1o% q5) RT3)(U) 90(4.5) 100( 5) 34.4土2.3(16) 6.6:t0.7(17) 3.4土0.1(16) 4.5:t 0.2(13) 98 93 87 
RT(H) 100( 5) 6.0:t0.4(17) 95 
色訓 20
0C(U) 。 50( 2) 23.6:t2.0(17) 9.1:t 1.3(12) 96 92 . 
‘ロ
5
0C(U) 10( 7) 7.4:t0.2(16) 94 
50C(H) 100(10) 7.2土0.2(17) 97 
0.50C(U) 。 1∞( 1) 100( 5) 17.5:t 1.9(12) 6.0土0.2(13) 4.5土0.2(13) 100 99 











































0.5・c -2.3"C 0.5"C 
3月19日 55.0:1: 1.1(26) 4月16日以前川26)
4月 1日 40.4:1:0.町27) 4月16日以前2)(27)
4月16日 9.9:1:0.5(27) 31.9土O成23) 4月25.9:1:0.5日(27)
品種は・iJl形貯蔵開始日はB月15日.






植付け日以降の旬別日平均気温は以下のとうり.l.3'C (3月中旬).4.1'C (3月下旬).4.5'C (4月上旬).


















られた(第39表).もっとも発根が早かったのは 5.C貯蔵球であり p ついでやや遅れて室






















調査日 貯蔵温 度 芽の 長 さl> 芽の葉数 各根球の最平 大長の均
8月15日(1973) (貯蔵開始日) 6.0土0.0 発根球なし
3日19日(1974) O.5"C 21.6:10.6mm 6.6:10.2 3.8:10.4mm 
3月19日(1974) -2.3'C 9.2土1.7 6.3:10.1 発根球なし






























貯蔵期聞が長くなると 3 発芽順位が次第に上がり， 10週間貯蔵区では，発芽が最も早いグ





















の早さを調べる実験を行い，グC より 15.C のほうがはるかに早く発根したと報告してい
る.ところが，休眠がまだ深い時期から貯蔵を開始した本実験では，中温貯蔵より低温











実験17ー 3において平均発芽暦日がもっとも早かったのは 40.C の 7日間貯蔵区と 5.C
の30日間貯蔵区で9月11日(第42表)であった.40.Cの7~14 日間貯蔵区， 35.C の7~42 






貯蔵¥貯蔵 平 均 発 芳三 暦 日 (月/日)
期間温度 40.C 35.C 30・c 25.C 20.C 15.C 10・c 5.C OSC 室温
7日 9/11 9/17 9/22 10/ 1 10/ 2 9/25 9/30 9/27 10/ 7 9/25 
14 9/20 9/23 9/25 10/ 8 9/29 10/ 2 10/ 4 9/24 9/28 10/ 4 
30 9/15 9/24 10/ 1 10/ 4 9/25 9/12 9/11 9/20 9/29 
42 9/17 9/18 10/ 6 10/ 4 10/ 9 9/20 9/18 9/26 9/24 
56 10/ 1 9/27 10/ 8 10/ 9 10/ 6 9/24 9/24 10/ 3 9/29 







































ネルポット (1/5，000アール)植 え ‘山形'を， 5月3日に戸外栽培する区と加温して 220C
以上で栽培する区とにわけた.そして 6月3日に掘上けYこ.収穫時の平均生葉数は戸外区
2.0， 200C以上区1.7であった.220C以上区の温度は夜間が 220Cで ほぼ一定であったが，
昼間は温度が上昇しとくに晴天日には 300C以上になった.戸外区の 5月上3 中および



































































































7月9日収穫の寒地六片種系統の一種 ‘富良野， (，山形'に似た不完全抽だい系統)の 3.0
~4.5g 球を用い， 9月15日から球底部のみを水浸して20'C条件下に置いた.そして，発




(1) 実験21 と同材料の 6.5~9.0g 球を 8 月 5 日から(貯蔵中の湿度を高く保つため)水
576 
ニンニグの球形成と休日民に関する研究一一高樹 285 
を満たした皿とともに大型シャーレ内に置き， 5， 10， 15， 20， 30および35.Cで 8月26日
まで貯蔵した 8月26日から球底部のみを水浸して， 20.C条件下におき，各球の最大根長
が 1.5mmに達するまでに要する日数(発根日数)を調査した・1 最大根長が 1.5mm~こ達
した球は，その後，湿ったノミーミキュライトに植付け (20.C条件下)，水浸開始から発芽ま
での日数を調査した(発芽日数). なお 8月26日にすでに最大根長が 1.5mm以上に達し
ていた球は，発根日数を ‘0'とみなし，ただちに湿ノミ ミー キュライトに植付けた.
(2) 実験21 と 同材料の 5.0~6.5g 球 を用い，実験22-1 と同方法p 同時期の貯蔵を行っ
た.貯蔵処理終了後発根するまで(最大根長が 1.5mmに達するまで)，球底部のみを水浸



























これらに比べる とずっと遅くなり， 20および30.C貯蔵球の平均発根日数は約7日，35.C 
貯蔵球のそれは約8日であった.












































品種は・宮良野種球重は6.5~9.0g. 発根 ・ 発芽温度は20'C .
(3) 植付け後の根発生量と芽の伸長に及ぼす貯蔵温度の影響(実験22-2)
実験22-2で発根始めから，その20日後までの聞に発生し伸長した根の量(新鮮重)は，
lO'C貯蔵球が最も大き し 以下， 5 'C， 15'C， 35と20'((この 2区はほとんど同量)，そし
て30'(の貯蔵球の順であった(第31図).なお， 10'(貯蔵球は貯蔵中すでに発根 していた
が，その量は水浸20日間の生長量に比べれば極めて少なかった.

























、ィー恨重 1. "f卒. 11.3 










































ることを示している. じたがって 3 本節の実験に関する限り，根原基の伸長開始期は，ど
の貯蔵区も同じであったとみなすことができ，発根が早かったということは，根原基の伸
長速度が速かったということを意味するであろう.
5， 10， 150C貯蔵球は発根が 200C貯蔵球に比べて早く， また発根後20日間の根生産量
も高かったので，5，10， 150Cとし、ぅ温度には一根の生長を促進する後作用があると言えるが，
WCがこの中でもっとも効果が高かった. これに対して， 30， 350C貯蔵球は発根が 200C
貯蔵球と同程度に遅く，また根生産量も同程度に低かったので，高温には上記のような後
作用はないと言える.












ほ場から株を掘上げ，解体して側球を取り 出し，それらを掘上げ時から 3週間， 5，20， 350C 
および外気温で貯蔵後植付け， 200Cで、発芽させた.さらに 7月11日に収穫後解体せずに
外気温で貯蔵していた株を7月25日 8月8，22臼， 9月5，19日に解体して側球を取り出
しそれらを株の解体日から 3週間p 上記と同様な温度で貯蔵後植付け， 200Cで発芽さ
















































6/13ー 7/4(20.8.C.)， 6/27ー 7/18(21.6.C)， 
7!11-8/1 (25.1.C). 









には 20'C貯蔵よりも早くなった そして，収穫後2週間 (7月25日)から6週間および収
穫後4週間(8月8日)から 3週間，50C貯蔵した球は，同貯蔵期間の35'C貯蔵球よりも
発芽が早くなった. しかしこれ以後からの貯蔵ではまた50Cの発芽促進効果が小さくな





































3週間に3分割して，350C (H)， 200C (M)， 50C (L)の3段階の温度による時期別変温貯蔵を
行った.種々の考えられる変温の組み合わせの うちp 実施したのは第34図に示すものだけ
である.この図でHMML区とは， 8月4日から8月18日までは350Cで， 8月18日から






























貯蔵温度 5 10 15 20 















HHML (平均発芽日数は10日)， HMML・HMLL(11日)， LML (12日)， LLLM. HHMM 
(13日)， HLLL・LLLL(14日)， MLLL・LLLH(15日)， MHM. HMMM (16日)， MMLL・
























植物でも芽と根の生長が認められる ようになった そして，さ らに時が経過し 9月上旬
に達すると自然温度の乾燥条件下で貯蔵中の側球にも顕著な芽の生長が認められるように












5) 側球を収穫約半月後から O.5~40.C の温度で約 1 ~10週間貯蔵したのち植付け，
20.Cで発芽させたところ，約1週間貯蔵の場合は， 30~40.C の高温貯蔵球が比較的早く
発芽し，そしてこれらの中でも貯蔵温度の高い場合ほど早く発芽した.約2週間貯蔵の場
合は高温貯蔵球とともに， 5~10.C の低温貯蔵球も比較的早 く発芽した.ところが，貯蔵
期聞が約4週間以上になると，通常，低温貯蔵球が高温貯蔵球より早く発芽した，OSC
貯蔵球は1~10週間貯蔵区を通じ通常， 5~10.C の低温および 30~40.C の高温の貯蔵
球より発芽が遅れた.そして， 15，-.. 25.Cの中温貯蔵球は，通常，発芽がもっとも遅れた.
























方，後休眠期にある球の発芽は， 5 ~10.C および 30~35.C で貯蔵さ れると早まった. し


























前期を高温 (350C)，中期を中温 (200C)，後期を低温 (50C)で時期別に変温貯蔵するのがよ
いと思われる.
第3章結 論
ニンニク Alliumsativum L.の自生地は知られていないが， VVEDENSKY (1944)によれ











































下の低温条件下に 一定期間おかれることである 低温は 2~50C が最も花成誘導効果高























































なり 7 月上旬から 8 月中旬頃までは 35~40'C の高温貯蔵下で最も速く浅く なる. 5~ 
10'Cの低温貯蔵でもそれに近い効果がある.しかし 8月中旬頃から覚醒期までは低温
貯蔵下で最も速く浅くなり p 高温貯蔵は 15~25'C の中温貯蔵と差がなくなる. したがっ
て，休眠を最も速く浅くするには最初に高温貯蔵をし次いで低温貯蔵をするのがよいと
考えられるが，実際には両貯蔵の聞に中温貯蔵をそう入すると同程度かそれ以上に休眠が
速く浅くなる.なお o'C 以上の温度では 15~25'C の中温下で休眠状態が比較的長く維
持されるが， -2'C貯蔵では中温貯蔵より休眠状態が著しく長く維持される.
球の発芽適温域は休眠が深い時期は 19'C前後であるが，休眠が浅くなるにしたがって
























































































































の冷蔵庫ならば大抵可能であり p 特別な装置を必要とする CA貯蔵よりかなり安上りにな
るので，筆者は-20C前後の温度での貯蔵はCA貯蔵より ある意味ではすぐれた貯蔵法だ























比べて数日遅れるのみで，秋どりはまだ成功していない(青葉 ・高樹， 1977;高樹 ・青葉，
1978). 
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Summary 
The present work was conducted to investigate effects of external and internal 
factors on the bulb formation and dormancy in the Japanese garlic plants. Utilizing 
the obtained results， 1 discussed the improvement of the cultivating methods and 
the development of a new cropping type and of a longrange storing method of bulbs. 
The results are summariz ed as follows. 
Bulb formαtion 
1) The bulbing process of the Japanese garlic plants was a unity consisting 
of two formative processes of an inflorescence and storage leaves. In case of the 
normal season culture， a plant initiated an inflorescence primordium and c10ve 
primordia (=axillary buds) at almost the same time， and later on storage leaves were 
formed. For the Japanese garlic plants， c10ve primordia were formed at the axils 
of only two neighboring foliage leaves which were adjacent to the flower stalk. 
Two to five c10ve primordia were usually formed at each axil. The first leaf of a 
c10ve primordium developed into a protective leaf， and the second one a storage 
leaf. 
2) In case of the season-off culture， itoften happened that a plant did not form 
an inflorescence but formed only one storage leaf. A bulb formed thus is usually 
named a single-c1ove bulb. In case of the season-off culture， an intermediate type 
between the type forming a single-c1ove bulb and the type forming a normal bulb 
were observed. For the intermediate type， several c10ves were formed but an 
inflorescence was not formed， and at the terminal bud of the mother plant， a storage 
leaf was formed， and the terminal bud developed into a c10ve 
3) Both the process of inflorescence formation and the process of storage leaf 
formation， each was found to be consisted of the two processes of induction and 
formation. 
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4) For the purpose of the induction of storage leaf formation， a plant had to 
be exposed to the low temperatures or to the long days for a certain period. Both 
seed-bulbs and growing plants were induced when exposed to the low temperatures. 
But， the low temperature effect on dormant seed-bulbs was less， and the deeper 
rest of seed-bulbs was， the less the inductive effect was. 
5) The optimum temperature range to induce storage leaf formation was found 
to be 2 to 5'C. Below 2'C， lowering temperature reduced greatly the inductive 
effect， and above 2'C， rising temperature lowered slightly the inductive effect. 
The temperature range being possible to make the cultivar ‘Yamagata' the induced 
state was found to be over-2 to 17'仁usually.The above temperature range differed 
in cultivar and daylength after chi1ing. 
6) The longer the daylength was， the greater the inductive effect of storage 
leaf formation was. The low temperature effect and the long -day effect were comple-
mentary to each other concerning the induction of storage leaf formation. 
7) Cold and long-day requirements for storage leaf formation varied with the 
cultivar. Those requirements of the plants cultivated at the warm regions of Japan 
were smaller than those of the plants cultivated at the cool regions of Japan. For 
some of the varieties cu1tivated at the warm regions of Japan， storage leaf formation 
was induced even at 20'C and under 8-hour daylength. Ifsuch varieties were ex-
posed to low temperatures or long days， storage 1巴avesof those plants were formed 
earlier. 
8) After the induction of storage leaf formation was accomplished， the formation 
and swelling of a storage leaf were most promoted at the warm temperatures (17 
to 260C) and under long days. But， after induced， even at low temperatures and 
under short days， a storage leaf was possible to be formed and to swell slowly. 
9) The thermoinduced state of storage leaf formation disappeared and the 
plant reverted to vegetative growth when the plant immediately after chilling was 
exposed to high temperatures above 30'C for more than a certain period. But， after 
storage leaf formation began， the reversion to vegetative growth failed to take place. 
If the plant reversed to vegetative growth was chill巴d，the plant was possible to 
be induced again. 
10) For the purpose of the induction of inflorescence formation， a seed-bulb or 
a growing plant of more than a certain siz e had to be exposed to low temperature 
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temperature was and the shorter the daylength was， the higher was the percentage 
of plants initiated inflorescences. 
12) For the purpose of normal development of an inflorescence primordium， 
the plant had to be grown at low temperatures and under daylength not being 
long day during the early stage of inflorescence development. 
Dormancy 
13) A sprout in a c10ve during the late stage of swelling in the field lost 
vigor of growth gradually as it was near the optimum time of harvesting (about 
July 11). From the optimum time of harvesting to 2 weeks after， the sprout hardly 
grew and rooting of the c10ve was not noticed at al even if the mother plant or 
the c10ve was grown under the optimum condition of sprouting. When the c10ve 
was planted under the optimum condition of sprouting， the sprout of the c10ve 
renewed growth at the second week after the optimum time of harvesting. At the 
same time， rooting of the c10ve was noticed. As time goes by， growths of the sprout 
and roots of the c10ve under such a condition became more and more vigorously. 
Then， growth of the sprout of the c10ve planted at a fairly high temperature renewed 
and the c10ve rooted. After that， atthe beginning of September， the sprout of the 
c10ve stored in a common room renewed growth. The foregoing indicates that a 
c10ve of garlic ‘Yamagata' did not grow at al from the time of harvesting to the 
second week aft巴r，irresp巴ctiveof the external conditions (VEGIS (1964) termed this 
dormant state true dormancy). After that， the c10ve showed the state of post-
dormancy. And at the beginning of september， the state of post-dormancy t巴rminated，
even if the c10ve was stored in a common room after harvesting. 
14) If a c10ve in the state of post-dormancy was planted and a good watering 
was given， rooting of the c10ve commenced at same time as elongation of the 
sprout of the c1ove. But， rooting of the c10ve stored in a common room delayed 
markedly. 
15) When rest of a c10ve was deep， its optimum sprouting temperature range 
was about 19'C. But， when its rest awakened， its optimum sprouting temperature 
range became the temperatures between 15 and 25'C. 
16) Difference of weight of a seed-bulb had little effect on number of days to 
sprout emergence. 
17) Cloveswere planted in moist sand at about 19'C after preplanting storage 
at 0.5， 5， 9(10)， 15， 20， 25， 30， 35 and 40'C for about one to ten weeks from a half 
month after harvest. For c10ves stored for about a week， sprout emergence was most 
rapi 
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sprouted most slowly. Cloves stored at 35'C for nine hours and at 5'C for fifteen 
hours every day sprouted most rapidly after preplanting storage for one to four 
weeks. At any storage temperature， as the storage period was longer， numbers of 
days from planting to sprout emergence usually decreased. Cloves stored at room 
temperature sprouted most slowly when the storage period was short. But， as the 
storage period became longer， ranking in rapidity of sprout emergence became 
higher relatively. And c10ves stored at room temperature ti1l autumn sprouted as 
rapidly as c10ves stored at 5'C. 
18) For high storage temperatures， c10ves kept at high humidity during the 
storage， sprouted earlier than c10ves kept at uncontrolled humidity， after planting. 
For low storage temperatures， the above trend was not observed. 
19) The storage at high humidity promoted rooting of c10ves during th巴storag巴，
and rooting of c10ves stored with the desiccant agent (silica gel) was utterly in-
hibit巴d.The storage at 5 and 10'C promoted rooting of c10ves during the storage， 
but， for the storage at -2'C， rooting was not observed at al. 
20) Weight loss of c10ves kept at high humidity during the storage was less 
than weight loss of c10ves stored by the common method. Weight loss of c10ves 
stored at temperatures below O.5'C was very litt1e. 
21) When c10ves were stored at 0.5'C for eight months from a month after 
harvest， sprouting during the srorage was not obs巴rved，but withering and gathering 
mold of the c10ves were observed. When c10ves were stored at -2'C for eight 
months， those aforementioned were observed litt1e. Sprouting， rooting and subsequent 
growth after planting of the c10ves stored at 0.5'C and -2'C were normal. 
22) Ifmother plants or c10ves were exposed to high temperatures (about 30'C 
and over) for several weeks before or after harvest， those c10ves sprouted earlier 
than the c10ves of the plants exposed to intermediate or cool temperature (about 
20'C and less)， after planting. The above trend was observed at whichever temper-
ature the c10ves were stored before planting. If plants or c10ves were exposed to 
high temperatures b巴forechilling storage， the effect of chi1ling storage on promoting 
sprout emergence increased. 
23) If c10ves were possible to absorb water easily (for example， the bottoms of 
c10v巴swere immersed in water)， sprout emergence did not delayed though roots of 
c10ves were cut daily. But， sprout emergence delay 
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after-effect on promoting both sprout emergence and root growth of c10ves in the 
after-rest phase. 
25) The sprouting responses of c10ves in various developmental and dormant 
stages on various storage temperatures are summariz ed as fol1ows. For the c10ves 
dug up at the fourth week before the optimal time of harvesting， the high temperature 
(35'C) hastened sprout emergence， but the low temperature (5'C) delay巴dit as compared 
with the interm巴diatetemperature (20'C). For the c10ves dug up at the optimal time 
of harvesting， both the high and low temperatures hastened sprout emergence， and the 
high temperatl1re slightly more hastened than the low temperature. For the c10ves 
at the first half phase of post.dormancy， both the high and low temperatures hast-
ened sprout emergence， but， inthis case， the low temperature slightly more hastened 
it than the high temperature. For the c10ves at the latter half phase of post-
dormancy， only the low temperature hastened sprout emergence slightly. For the 
c10ves immediately after rest awakened， the effect of storage tempereture on sprout-
ing made no great difference (in the case of storage for three weeks). For the c10ves 
at the second week after rest awakened， the high temperature delayed sprout 
emergence. 
26) Cloves of the extremely late cu1tivar ‘Hoki' were stored at seasonal a1ternat-
ing temperatures from the beginning of August (just after harvested) to the end of 
September (the time of planting). The storage period was divided into three equal 
parts or quarters and the c10ves were stored at 35'C， 20.C or 5'C during each part. 
When the c10ves were stored at the alternating temperature of‘35'C→20'C→5'C， 
sprout emergence was most rapid. The c10ves stored at the alternating temperatures 
of ‘5'C→20'C→5'C'，‘35'C→35'C→20.C'，‘35.C→5.C→5'C， and ‘35.C→5'C→20'C'， sprouted 
more rapidly. But， the a1ternating temperatl1res of ‘20'C→20'C→20'C'，‘20.C→20'C→ 
5'C'， and ‘20'C→20.C→35'C' delayed sprouting extremely. In those cases， the c10ves 
were not stored at the high or low temperatures during the first part or the middle 
part of the storage period. When the c10ves were stored at the intermediate tempera-
ture during al1 the period (20.C→20'C→20'C)， sprout emergence was slowest. In this 
case， only thirty-seven percent of the c10ves sprouted until the end of autumn. 
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